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と ， 同時 に 凍結土 の 表面 を薄い 鉄板 で カ バ ーし ， 融解 し

て も漏水 の な い よ うに した （鉄板 の 両端 は ， シ
ー

トパ イ

ル に溶接し た）。

　前述した よ うに種々 の 詳細計算は省略 した が，参考文

献 （1），（2）を 参照 され た い
。

6．あ と が き

　以上液体窒素 に よ る地盤凍結 工 法 の 実験 お よび施 工 に

っ い て の 概要 を述べ て きた が ， 凍結機構 の 問題 ，土 中水

の 凍結温度の 問題 ， 凍結温度 に よ る 凍結土 の 力学的特性

な ど多 くの 問題点が未解決 として 残 っ て い る 。 しか し こ

の 二 つ の 現場施工 の 結果 ，理論計算に もとつ く実用化が

可能 と なった 。 こ の 工 法 は軟弱地盤 の 改良や地下掘削時

の 漏水対策 ， そ の 他の 土工 事 に対 して 今後大 きな役割 を

果たす もの と信ず る 。 最後に こ の 実験を続け る に あ た っ

て 種々 新 しい ア イ デ ァ を だ され ，終始 ご指導 を くだ さ っ

た 最上先生 に 謹 しん で お礼 を申 し上 げ ます 。 なお ， 現揚

施 工 の 実施 に あた っ て 積極的 に ご 協力 し て くだ さ っ た作

業所 の か た が た，日本酸素 （株） の か た がた お よ び当社

技研 の か たがたに謝意を表 し ます 。 こ の 資料が先輩諸兄

の 参考 に なれ ば幸い で す。
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長 大 橋 と シ ー ル ド

　 ヴエ ラザ ノ ・ナ ロ ウズ 橋 は ， メ イ ン ス パ ン が 1
，
300m

の 世 界最大 の つ り橋 で ，ニ ューヨ ーク の ハ ドソ ン 河 の 河

口 に 1964 年に建設された。この 巨大な 主塔 の 基礎が ，

ド
ー

ム ドケーソ ン 工 法 に よ っ て 施工 され た 。
つ り橋 の 主

塔 の 基礎 とか ア ン カ レ ージ な どの 非常 に大 きな荷重 を深

い と こ ろ に伝え な ければ な らない 基礎で，水深が深 い 個

殀に 設け る 場合 の 唯
一・

の 工 法 は ， ドーム ドケーソ ン 工 法

な ど の い わ ゆ る オープ ン ケーソ ン （Open 　 Caisson）と呼

ばれ て い る もの で あ る 。

　 オープ ン ケ ーソ ンの 形式 に は ，ドーム ドケ ーソ ン ，フ

ォ
ール ス ボ トム ，ダブル ウォ

ール の 三 種 の 工 法 が あ る 。

　わ が国で は こ の 工 法は実例を見ない もの で あ る が欧米

で は ，
1936 年 サ ン フ ラ ン シ ス コ ・オーク ラ ン ド湾橋で

大々 的に使わ れ以後多数 の 実例 が 見 られ る 。 著者 の
一

行

が 詳細 な現地調査 に もとづ き，施 工 方法 お よ び 施工 上 の

問題点な ど を概説し，有名な 11 の 橋 の 具体的な施 工 例

を図面 ， 写真 を 十分 に載せ ， くわ し く説明がなされ て い

る。

　世界の 有名橋 の下部構造が，ほ とん ど載せ て あ り， 非

常 に 興味 があ る 読物 で あ る。ま た，こ れ ら の 世界 の 衆知

を集め た結晶は，実務上大い に役立 つ もの で あ ろ う。

　 一方，最近 わ が国で 盛ん に 行 な わ れ て い る最新土木工

事 に海底 トン ネ ル ，都会地 の 交通お よ び上下水道 の トン

ネル に シ
ール ド工 法 と沈埋工 法があ る 。 こ れ は わ が国 の

都会付近 の 地質 の 特性 で あ る河川 の デル タ 地帯 の トン ネ
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、

ル は 大い に 有効な工 法 で あ る 。

　シ ール ド工 法 は ， 現状で は ，材料，工 法 の 両面 に お い

て ， 未解決 の 問題 が数多 く 包蔵 され て お り ， ま た 建設費

も従来の 開削工 法 に くらべ 高価で あ り，と くに セ グ メ ン

ト費が，そ の 半分以上 を占め て い る。こ の こ と は，まだ

研究開発 さる べ きもの が多 く残 っ て い る もの と考え られ

る 。

　沈埋 工 法 も，羽 田河 底 ト ン ネル な どわずか 数件 の 工 事

が行 な わ れ て い る に すぎな い 。 した が っ て，まだま だ 開

発 さ る べ きもの が 多 い 。

　欧米 の シ ール ド工 法 7 件 ， 長大 トン ネ ル 3 件 お よ び，

沈埋 工 法 2件，たとえばパ リの 地下鉄 工 事 （シ
ー

ル ドエ

法 ），モ ン ブ ラ ン トン ネル ， ア ム ス テ ル ダム の 河 底 トン

ネル （沈埋工 法） を豊富な 現地調査資料をもとに紹介 し

て あ る。

　以上 の 最近 の 新 しい 外国 の 工 事 の 貴重 な 施工資料 を 豊

富な図面 お よ び写真をと り入れ くわ し く述 べ られ て い ま

す 。

一読をお すす め しま す 。　　　　　　 （光岡）
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